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アーカイブ新聞 （2015 年 12 月 7 日 第 887 号） 

 

           国立天文台・天文情報センター・特別客員研究員 中桐正夫 

 

＊ 射場天体観測所の７吋半屈折望遠鏡の行方（京都大学名誉教授・竹本修三） 

射場天体観測所については、アーカイブ新聞に何度も登場した。以下が射場天体観測所

で検索した記事である。 

アーカイブ室新聞第 662 号（2013 年 1 月 18 日）「＊射場天体観測所一覧を収蔵－その 1－ 

アーカイブ新聞第 693 号（2013 年 8 月 30 日）＊射場天体観測所一覧を収蔵－その 2－ 

アーカイブ室新聞第 694 号（2013 年 9 月 2日）＊射場天体観測所の望遠鏡の一部を発見 

アーカイブ新聞第 699 号（2013 年 10 月 27 日）＊射場天体観測所の射場保昭氏の望遠鏡リ

スト（射場リスト） 

アーカイブ室新聞第 703 号（2013 年 12 月 5 日）＊射場天体観測所の望遠鏡が東京天文台で

使用された写真を発見（？） 

アーカイブ室新聞第 704 号（2013 年 12 月 6 日）＊射場天体観測所の 7 吋半屈折望遠鏡の対

物レンズ（中村要製）を発見（？） 

アーカイブ室新聞第 705 号（2013 年 12 月 31 日）＊射場天体観測所の 3.5 吋 Dallmeyer 

Astrograph の所在が判明 

アーカイブ室新聞第 722 号（2014 年 3 月 18 日）＊「ダルメイヤー天体写真儀」収蔵 

射場天体観測所は戦前、アマチュア天文家であった射場保昭氏が神戸に設立した観測所

であったが、その観測所は東京天文台、京都大学天文台に匹敵するほどの機材を所有して

いた。射場保昭氏は、昭和 20 年（1945 年）2月に本館を焼失し、たくさんの資料を失った

に東京天文台に、その機材一切を寄贈されたのだが、その行方が不明であった。それらの

機材の所在について調査を行うきっかけを作ってくださったのが、京都大学名誉教授の竹

本修三氏であった。 

射場保昭氏は、藤原定家の「明月記」の客星（超新星）の記事を英文で初めて世界に紹

介した人物で、京都大学総合博物館で開催された平成 26 年度特別展「明月記と最新宇宙像」

の準備会が冷泉家で行われた際、筆者がこの会合に招かれたことが事の始まりであった。 

射場天体観測所の機材が 1946 年に射場保昭と親交のあった姫路市出身の広瀬秀雄（後の

東京天文台第 7 代台長）との縁で、その一切が国立天文台の前身の一つである東京天文台

に寄贈されたという文献はいくつかあり、調べてみると星図の類の何点かは国立天文台の

図書室にあった。しかし望遠鏡などの機械類については、その時点では全く詳細はわから

なかった。その機材の主力であった 7.5 吋（19 ㎝）屈折望遠鏡の行方に関して、京都大学

名誉教授竹本修三氏がまとめた文章を入手し、関係者の了解が得られたので、その全文を

「そのまま」の形で紹介したい。竹本氏は、射場天体観測所があった神戸市の教育委員会

にそれらの展示を提案し、その資料として書かれたものである。 
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これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


